
 
 
 

数学科(数学Ⅲ)学習指導案 
いろいろな関数の導関数 
（高等学校 第３学年） 
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【『＜高等学校＞学習意欲を高める数学・理科 学習指導事例集』平成 21 年３月】 

 

学習内容や学習活動の工夫や日常生活に関連した話題を取り入れた「抽象的な概念

を具体的なアプローチを通して理解させる」指導によって、学習意欲を高めることを

主な目的として行った授業実践の学習指導案です。 
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１／５ 
 

１ 学年       第３学年 

 

２ 単元名（科目）  「いろいろな関数の導関数」（数学Ⅲ） 

 

３ 単元の目標 

・三角関数、対数関数、指数関数の導関数を求めることができる。 

・第ｎ次導関数の意味を理解し、求めることができる。 

・放物線、楕円、双曲線などの曲線の方程式を微分することができる。 

 

４ 単元の学習計画   

 ・三角関数、対数関数、指数関数の導関数  ３時間（本時はその第２時） 

 ・第ｎ次導関数              １時間 

 ・曲線の方程式と導関数          ２時間 

 ・補充問題                １時間 

 

５ 単元の評価計画 

（１）評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解 

・自然対数の底ｅ（以下、

ｅと呼ぶ。）に関心を

もち、その性質を調べ

ようとしている。 

・放物線、楕円、双曲線

などの曲線の方程式を

微分する方法に関心を

もち、意欲的に求めよ

うとしている。 

・正弦関数の導関数を求

める過程で、三角関数

の極限、及び和を積に

なおす公式を利用して

いる。 

・対数関数の導関数を求

める過程で、ｅの定義

の必要性に気付く。 

・放物線、楕円、双曲線

などの曲線の方程式を

微分するために、合成

関数の微分法が応用で

きることを考察してい

る。 

・三角関数、対数関数、

指数関数の導関数を求

めることができる。 

・高次導関数の用語や記

号を正しく使用してい

る。 

・放物線、楕円、双曲線

などの曲線の方程式を

微分することができ

る。 

・三角関数、対数関数、

指数関数の微分法に

ついて理解して、基礎

的な知識を身に付け

ている。 
・放物線、楕円、双曲線

などの曲線の方程式

を微分する方法を理

解している。 

 

（２）評価計画 ※太枠第２時が本時  【 】は評価方法 

時 学習内容 
評価項目 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解 

１ 

・ 

２ 

・ 

３ 

・三角関数の

導関数 

・対数関数の

導関数 

・指数関数の

導関数 

・ｅに関心をもち、そ

の性質を調べよう

としている。 

【発問・観察・ワー

クシート】 

・正弦関数の導関数を求

める過程で、三角関数

の極限、及び和を積に

なおす公式を利用し

ている。 

【発問・ワークシート】 

 

・対数関数の導関数を求

める過程で、ｅの定義

の必要性に気付く。 

【発問・ワークシート】 

・三角関数、対数関

数、指数関数の導

関数を求めること

ができる。 

【発問・ 

ワークシート・ 

定期テスト】 
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時 学習内容 
評価項目 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解 

４ 

・第ｎ次導関

数 

  ・高次導関数の用語

や記号を正しく

使用している。 

【発問・ 

ワークシート・ 

定期テスト】 

 

５ 

・ 

６ 

・曲線の方程

式と導関数 

・放物線、楕円、双

曲線などの曲線の

方程式を微分する

方法に関心をも

ち、意欲的に求め

ようとしている。 

【発問・観察・ 

ワークシート】 

・放物線、楕円、双曲線

などの曲線の方程式

を微分するために、合

成関数の微分法が応

用できることを考察

している。 

【発問・ワークシート】 

・放物線、楕円、双

曲線などの曲線

の方程式を微分

することができ

る。 

【発問・ 

ワークシート・ 

定期テスト】 

 

 

７ 

・補充問題    ・三角関数、対数

関数、指数関数

の微分法につい

て理解し、基礎

的な知識を身に

付けている。 
【発問・ 

ワークシート・ 

定期テスト】 

 

・放物線、楕円、

双曲線などの曲

線の方程式を微

分する方法を理

解している。 
【発問・ 

ワークシート・ 

定期テスト】 
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（３）観点別評価について（本時を含む第１～３時分のみ） 

 【関心・意欲・態度】 

学習活動における 

具体の評価規準 
・ｅに関心をもち、その性質を調べようとしている。 

「十分満足できる」状況（Ａ）

と判断する具体的状況例 

・ｅに関心をもち、意欲的にその性質を調べ、自分なりの考えをまとめ

ようとしている。 

「努力を要する」状況（Ｃ）

と評価した生徒への手だて 

・表計算ソフトを使って、ｅの定義式における極限値が収束することを

再度説明する。 

  

【数学的な見方や考え方】  

学習活動における 

具体の評価規準 

・正弦関数の導関数を求める過程で、三角関数の極限、及び和を積にな

おす公式を利用している。 

・対数関数の導関数を求める過程で、ｅの定義の必要性に気付く。 

「十分満足できる」状況（Ａ）

と判断する具体的状況例 

・正弦関数の導関数の公式を用いて、余弦関数や正接関数の導関数を求

めている。 

・対数関数の導関数を求める過程で、ｅを定義する必要性を論理的に説

明している。 

「努力を要する」状況（Ｃ）

と評価した生徒への手だて 

・三角関数の極限、及び和を積になおす公式を確認しながら、正弦関数

の導関数を求める過程における式変形のポイントを再度説明する。 

・ｅを定義する必要性を再度説明して、ｅの定義式の極限値が存在する

ことを電卓や表計算ソフトを用いて気付かせる。 

  

【表現・処理】 

学習活動における 

具体の評価規準 
・三角関数、対数関数、指数関数の導関数を求めることができる。 

「十分満足できる」状況（Ａ）

と判断する具体的状況例 

・三角関数、対数関数、指数関数などを用いた合成関数の導関数を求め

ることができる。 

「努力を要する」状況（Ｃ）

と評価した生徒への手だて 
・三角関数、対数関数、指数関数の導関数の公式を再度確認する。 

 

【知識・理解】 

＜評価項目なし＞ 
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６ 本時の展開 

（１）本時の目標 

・対数関数の導関数の求め方を理解する。 

  ・ｅの性質について、様々な学習活動を通して理解を深める。 

 

（２）本時の指導過程  

過程 学習活動 指導内容 指導上の留意点 
評価規準 

（評価方法） 

導入 

（10分） 

・本時で学習するｅに

ついて、興味・関心

をもつ。 

・オイラーの公式を紹介

して、ｅという数の神

秘性や数学的な美しさ

を感じ取らせる。 

  

展開 

（35分） 

・対数関数の導関数を

求める過程を考察す

る。 

 

・極限値としてｅを定

義する必要性を理解

する。 

 

 

 

 

 

 

 

・生活に密着した話題

として預金や借入金

の利子計算とｅとの

関連を調べる。 

 

・二項定理を用いた展

開式を利用して、ｅ

の近似値を調べる。 

 

・導関数の定義に従って

対数関数の導関数を求

める過程を説明する。 

 

・ｅを定義する必要性を

認識させ、ｅの定義式

の極限値が存在するこ

とを電卓や表計算ソフ

トを用いて実感させ

る。 

 

 

 

 

・利息の繰り入れ期間を

どんどん細かくして１

年後の元利合計を計算

させる。 

 

・実際に幾つかの部分和

を計算し、ｅの近似値

を求めさせる。 

 

・極限の性質や対数の

性質を利用した式変

形を理解させる。 

 

・最初は、電卓を利用

して実際に計算させ

てみるが、その方法

では限界があるの

で、表計算ソフトを

利用して計算した結

果を提示する。 
 
 
 
・複利計算にｅが現れ

ることを理解させ、

数学の実用性を認識

させる。 

 

・二項定理を用いて、

ｅの近似値を電卓で

計算することによっ

て、ｅの値を実感さ

せる。 

 

 

 

 

【数学的な 

見方や考え方】 

・対数関数の導関

数を求める過

程で、ｅの定義

の必要性に気

付く。 

（発問・ 

ワークシート） 

 

【関心・意欲・態度】 

・ｅに関心をも

ち、その性質を

調べようとし

ている。 

（発問・観察・ 

ワークシート） 

まとめ 

（５分） 

・ｅの定義と対数関数

の導関数の公式を確

認する。 

・対数関数の導関数の公

式を、底がｅ以外の場

合には、底の変換公式

を使って理解させる。 

・底の変換公式を復習

させる。 
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＜参考＞ 

「複利計算の問題」 
 

仮に利率 100％、１年間にｎ回利息の付く  年複利で１万円の借金をした。ｎの値を大

きくしていくと、利息込みで１年後の借金はどれくらい大きくなるかを求めなさい。 
 
（１）利率 100％、１年間に１回利息の付く１年複利で１万円の借金をした。利息込みで１年後の

借金の額を求めなさい。 
  
 
（２）利率 100％、１年間に２回利息の付く  年（６ヶ月）複利で１万円の借金をした。利息込

みで１年後の借金の額を求めなさい。 
  
 
（３）利率 100％、１年間に４回利息の付く  年（３ヶ月）複利で１万円の借金をした。利息込

みで１年後の借金の額を求めなさい。 
 
 
（４）利率 100％、１年間にｎ回利息の付く  年複利で１万円の借金をした。利息込みで１年後

の借金の額を求めなさい。また、このｎを限りなく大きくしていくと、どうなるか。 

 
 
 

二項定理を使って、ｅの近似値を計算する。 

ｅの定義式        において、n を自然数とし、ｋ＝  の場合を考えると、 

                           
   
  となる。ここで、     を二項定理で展開して計算すると、 
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となる。この最後の展開式において、nを十分大きい自然数と考えて、各項までの和を順次近似計算していくと、

　第2項までの和は、1O1x2

　第3項までの和は、1O1O
1
2!

x2.5

　第4項までの和は、1O1O
1
2!

O
1
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x2.666・・・
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O
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O
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となり、ｅの値に近づくことが確認できる。　　　　
　　　　　　


